
女性健康推進都市 構想
“Femnomics” City Model ‒ Nakano

女性の健康を社会インフラへ

一般社団法人ラブテリ

一般社団法人ラブテリ 代表 細川モモ

3万人データが社会を動かす 
コレクティブ・インパクトで 
女性の健康を社会資産へ



女性と子どもの健康向上に向けて 
できること

Ⅲ.実装女性の健康のシンクand 
アクションタンク

一般社団法人ラブテリは、日本が抱える社会課題を解決するために 
女性と次世代の健康増進に取り組む

痩せ 不妊 低出生体重児 貧血 低骨密度 ロコモ女性特有症状
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v 事業内容
女性と子どもの健康増進を叶える３本の事業柱

研究 啓蒙 企業・自治体との 
協業

・女子栄養大学「妊婦栄養研究」
・順天堂大学「卵巣年齢共同研究」
・聖路加国際大学「こども貧血共同研究」 
　その他「こどもコロナ栄養調査」 
「妊婦コロナ栄養調査」など

“測って・知って・学ぶ” 
大人の女性と親子のための「保健室」 
各種セミナー、資格事業 
無料母子手帳配布など

・ユニ・チャーム株式会社 生理用品No.1ブランド
「ソフィ」生理管理アプリ開発 

・女性向けヘム鉄サプリ「Revol」及び 
　「血力テスト」開発 
・日経BP「働き女子ウェルネス・プログラム」開発

取引実績

実態を明らかにする疫学研究と 
生理・PMSのビックデータ構築による 
ソーシャルサポート拡大を目的とした

健康診断を受ける機会がない 
女性と子どもに自分のからだについて 
測って•知って•学ぶ機会を提供

女性の子どもの健康増進の 
選択肢拡大のための商品•サービス開発を 

サポート

医療連携 
産後ケア

・産科婦人科館出張佐藤病院
・聖マリアンナ医科大学東横病院

ビックデータ

・聖路加国際大学/AMED研究班

５

社会実装
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協業自治体(例)
　東京都文京区　山口県下関市　熊本県長洲町　

東京都中野区　北海道恵庭市

※詳細はお問合せください



産学官連携モデル【女性向け】
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子育て応援

\ 魅力がどんどん引き出される！ /

こどものためのベスト睡眠
日本人初！ 乳幼児睡眠コンサルタント

愛波 あや 先生

\ こどもの SOS を見逃さないで /

発熱 • けいれん • 熱中症と
対処法

小児科医

金森 啓太 先生

１３：３０～１４：３０
※１３；００開場 /事前予約 /当日券あり

おやこ
保健室

乳幼児の

鉄欠乏は脳の発達が

遅延するリスクがあります

６歳から体組成計で

身長の伸びに必要なエネルギーが

足りているかをチェックできます

セミナー予約は
こちらより

\セミナー予約 /

月　     日Sat
＜場所＞

「おやこ保健室」 １階 センターコート

「ねんねセミナー」 「こどもの SOS セミナー」 ３階 イオンホール10:00 ～ 15:00 ※最終受付 15:00

お母さんの測定

採血不要！

貧血チェック
授乳中に低下！

骨密度チェック

\産後のカラダ回復サポート / \ここでしか測れない /

お子さんの測定

夏は伸び時！

身長チェック
身長のための

体組成チェック
採血不要！育脳のための

貧血チェック

カウンセリング
\希望者に公認カウンセラーが /

\生後６ヶ月～高校生まで /

産後ケアと成長のための

カウンセリング

うれし
い

お土産
つき

＜協賛＞ ＜主催＞ ＜後援＞
日野市

１１：００～１２：００
※１０；３０開場 /事前予約 /当日券あり

\限定２００名 / \限定２００名 /

\産後ケア＋ 生後６ヶ月からの成長サポート /コクーンシティで産後ケア ＆ 発育・発達サポート

BABY&KIDS MOTHER

骨密度 貧血 体重・身長 骨密度 貧血 血圧
産後低骨密度を
チェック

妊娠中の貧血の
回復チェック

妊娠中の高血圧の
回復チェック

小学生からの
骨密度チェック

生後６ヶ月からの
貧血チェック

６さいからは
体組成チェック

\ 産後のからだの回復チェック /

カウンセリング

1 2

3
10:00 ～ 16:00 ※最終受付 15:00

コクーンシティ ABCマート前＆ホール

プレイ！ビーチボール
先着順（事前予約制）で

ビーチボールを使った年齢別の
からだの使い方を教えてもらえるよ！

\  発達と運動の専門家による /
\ 年齢別の特別グループレッスン /

理学療法士 
来住野 麻美先生

小児作業療法士 
松田 幸恵先生

ビーチボール 

プレゼント！

コクーンホールで

保護者の　　　％が

「また参加したい」
99

おおややここ  
ほけんしつほけんしつ

3.15 16
栄養はしっかり足りているかな 妊娠中のトラブルケアしよう

参加特典のお土産つき

\ ０さいからの発育サポート /

専門家が 
測定結果をもとに
アドバイス

sat sun

詳細と予約はこちら

主催の一般社団法人ラブテリは医師・助産

師・管理栄養士など、18 種の専門家が所

属し、女性と子どもの健康増進を目的に活

動している非営利団体です。数々の取組み

が厚生労働省「スマートライフアワード」、

日本栄養士会「84selection」、人気育児雑

誌が選ぶ「ペアレンティングアワード」を

受賞しています。代表は予防医療・栄養コ

ンサルタントの細川モモ（著書に 17 万部

突破中の「成功する子は食べ物が 9割」シ

リーズ / 主婦の友社などがあります）

4 月 OPEN の 
365 日開院の 

小児科監修で安心だよ！ 
ぜんぶ 
無料

【子育て世帯向け】
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2014～2023保健室開催エリア（実績） 
~働く女性／子育て世帯を対象にした保健室及びセミナー~

福岡女性健康セミナー 
動員人数…約200名 

神戸女性健康セミナー 
動員人数…約70名

梅田保健室 
動員人数…約390名 
大阪親子セミナー 
動員人数…約190名 
女性健康セミナー 
動員人数…約60名 

京都保健室 
共催/ﾜｺｰﾙｽﾀﾃﾞｨﾎｰﾙ 
動員人数…約600名 
京都おやこ保健室 
＠京都ｷﾚｲﾌｪｽﾀ 
京都おやこセミナー 

おやこ保健室 
＠ぐんまﾏﾀﾆﾃｨ＆ﾍﾞﾋﾞｰﾌｪｽﾀ 
2018/2019

さっぽろ保健室 
動員人数…約90名 
さっぽろ女性健康セミナー 
動員人数…約100名

せんだいおやこセミナー 
動員人数…約70名 

まるのうち保健室 
主催/三菱地所株式会社 
動員人数…約2500名 
おやこ保健室 
（ﾐｷﾊｳｽ×明治安田生命） 
新宿区主催おやこセミナー 
動員人数…約200名 
文京区主催おやこセミナー 
動員人数…約300名（令和元年より毎年実施（コロナ禍除）） 
有楽町マルイ保健室 
動員人数…約450名 
女性健康セミナー 
動員人数…約180名 

名駅保健室 
動員人数…約380名 
おやこ保健室 
＠HAPPY MAMAFESTA 
2018/2019/2022/2023

やまぐち保健室 
動員人数…約100名 

えひめ保健室 
動員人数…約100名

2016~2024 おやこ保健室開催実績
働く女性向けの 

保健室
子育て世帯向けの 

保健室

Hakatacco※子育てフェス 
動員人数‥約400名

寺小屋フェス 
動員人数‥約180名

山陽小野田市 主催保健室 
動員人数‥約300名



女性と子どもの健康向上に向けて 
できること

⒈研究
社会を動かすのはデータと 

エビデンス
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ラブテリ生理•PMS研究の 

調査項目

・身長 
・体重 
・筋肉量 
・水分量 
・体脂肪率 
・BMI 
・骨密度 
・ヘモグロビン 
・握力 

・腸内環境（ソイチェック：尿中エクオール） 
・体内酸化度（サビチェック：尿中8-OHdG） 
・腸活チェック（尿中インドキシル硫酸） 

・WHO-HPQ（生産性質問紙） 
・ヘルスリテラシー尺度（CCHL) 
・ピッツバーグ睡眠質問票 
・ローゼンバーグ自尊的感情尺度 
・POMS(気分尺度) 
・ユトレヒト・ワーク・エンゲイジメント尺度（UWES）3項目版 

・平均睡眠時間 
・熟睡感、睡眠の満足度 
・健康自覚 
・喫煙習慣、飲酒習慣 
・入浴頻度 

・月経開始年齢　・月経周期、日数、月経痛、月経量、3日目の主観的出血量　 
・PMS症状(イライラする、怒りっぽくなる、無気力になる、ゆううつになる、不安になる、集中力が低下する、眠い 
　疲れやすい、胸が張って痛む、下腹が痛む、頭痛がする、肌が荒れる、手足が冷える、むくむ、仕事が嫌になる 
　人づきあいが悪くなる、女性であることがイヤになる) 
・月経時に行っている運動　・無月経経験　・月経症状と対処法、更年期症状と対処法 
・ピルの服用有無　・妊娠希望有無　・ダイエット履歴有無 
・不定愁訴（むくみ、腰痛、頭痛、肌荒れ、生理痛、便秘、不眠、冷え性、疲れがとれない 風邪を引きやすい 
　肌荒れ、疲れやすい、不安になる、下痢、眠い、人精神的なアップダウン、その他、症状なし） 

・家族構成　・職業、雇用形態　・管理職の有無・通勤時間　・世帯年収　・平均労働時間　・出生体重 

・普段の身体の動かし方 
・オフィスでの階段使用 
・運動習慣 
・休日に屋外で過ごすか、

・調理に対する自信、食事づくり力、 
・外食頻度、中食頻度 
・朝食頻度、間食頻度／選択基準／時間帯 
・１ヶ月の食費 
・サプリメントの摂取 

属性/基本データ

月経/PMSに関連する項目

たんぱく質、動物性たんぱく質、植物性たんぱく質、脂質、動物性脂質、植物性脂質、炭水化物、灰分、ナトリウ
ム、カリウム、カルシウム、マグネシウム、リン、鉄、亜鉛、銅、マンガン、レチノール、βカロテン当量、レチノー
ル当量、ビタミンＤ、αトコフェロール、ビタミンＫ、ビタミンＢ1、ビタミンＢ2、ナイアシン、ビタミンＢ6、ビ
タミンＢ12、葉酸、パントテン酸、ビタミンＣ、飽和脂肪酸、一価不飽和脂肪酸、多価不飽和脂肪酸、コレステロー
ル、水溶性食物繊維、不溶性食物繊維、総食物繊維、食塩相当量、ショ糖、アルコール、ダイゼイン、ゲニステイン、
n-3系脂肪酸、n-6系脂肪酸、αカロテン、βカロテン、クリプトキサンチン、βトコフェロール、γトコフェロール、
δトコフェロール 

低脂肪乳 、普通乳、鶏肉、豚肉・牛肉、ハム、レバー、いか・たこ・えび・貝、骨ごと食べる魚、ツナ缶、干物、脂
がのった魚、脂が少ない魚、たまご、とうふ・油揚げ、納豆、いも、漬物（緑葉野菜）、漬物（その他）、生（レタス・
キャベツ）、緑葉野菜、キャベツ、にんじん・かぼちゃ、だいこん・かぶ、根菜、トマト、きのこ、海草、洋菓子、和
菓子、せんべい、ｱｲｽｸﾘｰﾑ、柑橘類、かき・いちご、マヨネーズ、パン、そば、うどん、ラーメン、パスタ類、緑茶、紅
茶・ウーロン茶、コーヒー、コーラ、100％ジュース、砂糖、めし、みそ汁、日本酒、ビール、焼酎、ウィスキー、ワ
イン、生魚、焼き魚、煮魚、てんぷら・揚げ魚、焼肉、ハンバーグ、揚げ物、炒め物、煮物、めんスープ、しょうゆ量 

栄養素データ 食品データ

フィジカル 
データ

検査データ

n=4,235 4,235名 一般社団法人ラブテリによる“測って•知って•学ぶ”保健室イベントを通じて行っている「生理•PMS研究」
は国際論文として発表することを前提としており、ほぼ全ての項目を国内外で妥当性が認められた調査
票・機器を用いて実施しています。但し、イベント毎に調査内容が異なる関係で項目によりn数（調査母
数）に違いがあり、参加者総数として4,235名（現在も調査拡大中）であることをお含み置きください。

総数

© 一般社団法人ラブテリ2023 8



日本初の生理・PMSビックデータ構築
AMEDの予算研究によりネイチャー系列のジャーナルに掲載

1サイエンティフィック・レポート  |
(2025) 15:18743 |https://doi.org/10.1038/s41598-025-02459-0

オープン 日本人女性アプリ利用者における月
経痛・月経症状の有病率と年齢およ
びBMIとの関連性
SHUXIAN LIU,　米岡大介、鈴木瞳、笹山桐子、斎藤英子、奈良岡佑南、細川モモ、五十嵐中、大田えりか

月経は女性の健康において重要な役割を担っており、年齢やBMIは月経痛や関連症状に影響を及ぼす可能性があ
る。この横断研究では、2021年3月4日から2023年8月17日の間に収集された12～51歳の日本人女性ソフィアプリ利
用者のデータを分析した。重複回答や不完全回答、避妊薬や鎮痛剤を使用している参加者を除外した結果、合計
32,556件の有効回答が含まれた。参加者のうち、66.83％が月経痛を経験しており、28.33％が軽度、25.13％が中等
度、13.31％が中等度であった。
を重症とした。報告された症状の平均数は3.36で、そのうち身体的症状が2.43、精神的症状が0.82であった。身体
的症状では腹痛、精神的症状では抑うつが最も多かった。月経痛と症状の数は、年齢と逆U字型の関係を示し、人
生のやや早い時期にピークに達し、BMIとU字型の関係を示した。BMIが正常範囲の参加者は月経痛の有病率が最も
低く、低体重の参加者は有病率が最も高かった。一般化加法モデル（GAM）では、月経痛と症状数の両方につい
て 、年齢とBMIの間に有意な相互作用が認められた（p< 0.0001）。
これらの結果から、すべての転帰において、年齢に関連した逆U字型とBMIに関連したU字型のパターンが明らかに
なった。月経痛の有病率は20代半ばでピークに達し、BMIが正常範囲に近づくにつれて症状は減少した。この知見
は、高リスク群を特定し、女性の健康を改善するための的を絞った介入策の開発に役立つ貴重な洞察を提
供するものである。
月経は女性の全般的な健康にとって欠くことのできない重要な側面である1。ライフコースの観点からは、初潮前から閉
経後までの身体的、心理的、社会的な健康問題を包含しており、さらなる認識、枠組み化、対処が必要である2。月経
中、多くの女性は痛みなどの様々な身体的症状や不安や抑うつなどの情緒的症状を経験し、生活の質や社会的幸福に影
響を与える(1) (,) (3)。
月経中に経験する最も一般的な不快感は月経痛であり、月経困難症としても知られ、子宮に由来する痛みを伴う月経

痛と定義されている(4)。月経困難症は、生殖年齢の女性に最も多い婦人科疾患でもある4。月経痛に加えて、月経中の女
性は吐き気や嘔吐、疲労感、頭痛、めまいなどの随伴症状を経験することが多く5、精神衛生に影響を及ぼし、不安や抑
うつなどの情緒的症状につながることもある3。さらに、ホルモンの変化や痛みに敏感になるため、女性は月経中に頭痛
やその他の痛みに関連した症状を起こしやすくなることがある(6) (,) (7)。これらの身体的・精神的症状は、月経女性の苦痛
を増大させるだけでなく、日常生活8、生活の質9、睡眠の質10にも影響を及ぼす。さらに、月経関連症状は女性の

1聖路加国際大学大学院看護学研究科グローバルヘルス看護学。2国立感染症研究所感染症疫学研究センター。3日本赤十
字看護大 学 大学院看護学研究科国際保健・助産学専攻、東京、日本。4東京大学大学院新領域創成科学研究科附属持続可
能な社会デザインセンター（日本、千葉県5順天堂大学大学院医学研究科難治疾患研究センター。6順天堂大学スポーツ女
子研究センター・東京、日本7一般社団法人ルブテリ、東京、日本。8東京大学大学院薬学系研究科医療経済学・アウトカ
ムリサーチ専攻、東京、日本🖂 e-mail： ota@slcn.ac.jp

www.nature.com/scientificreports

一般社団法人ラブテリが開発協力し、１００万ダウンロードを超えた生理管理アプリ「ソフィ」のユー
ザーデータ（定量）、保健室参加者の測定値を含むデータを解析し（定性）、生理痛解明とPMS解明に
取り組みました。みました。AMEDの研究の一環とし、成果（生理痛もPMSも痩せ過ぎと太り過ぎ両方
においてリスクが増幅する）が世界的権威があるnature系列のジャーナルに掲載されました。また、その
内容をわかりやすくまとめた「みんなの生理白書」をWebsiteで公開しております。
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「第13回 健康寿命をのばそう！アワード受賞」
健康・生活衛生局長 優良賞 団体部門厚生労働省

超・早期の骨粗しょう症対策として、小学生からの「おやこ骨密度測定」を実施し、母子骨密度ビ
ックデータ取得と合わせて母子相関などの関連因子をみていく共同研究を進めています。
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日本初の生理・PMSビックデータ構築
AMEDの予算研究によりネイチャー系列のジャーナルに掲載

1サイエンティフィック・レポート  |
(2025) 15:18743 |https://doi.org/10.1038/s41598-025-02459-0

オープン 日本人女性アプリ利用者における月
経痛・月経症状の有病率と年齢およ
びBMIとの関連性
SHUXIAN LIU,　米岡大介、鈴木瞳、笹山桐子、斎藤英子、奈良岡佑南、細川モモ、五十嵐中、大田えりか

月経は女性の健康において重要な役割を担っており、年齢やBMIは月経痛や関連症状に影響を及ぼす可能性があ
る。この横断研究では、2021年3月4日から2023年8月17日の間に収集された12～51歳の日本人女性ソフィアプリ利
用者のデータを分析した。重複回答や不完全回答、避妊薬や鎮痛剤を使用している参加者を除外した結果、合計
32,556件の有効回答が含まれた。参加者のうち、66.83％が月経痛を経験しており、28.33％が軽度、25.13％が中等
度、13.31％が中等度であった。
を重症とした。報告された症状の平均数は3.36で、そのうち身体的症状が2.43、精神的症状が0.82であった。身体
的症状では腹痛、精神的症状では抑うつが最も多かった。月経痛と症状の数は、年齢と逆U字型の関係を示し、人
生のやや早い時期にピークに達し、BMIとU字型の関係を示した。BMIが正常範囲の参加者は月経痛の有病率が最も
低く、低体重の参加者は有病率が最も高かった。一般化加法モデル（GAM）では、月経痛と症状数の両方につい
て 、年齢とBMIの間に有意な相互作用が認められた（p< 0.0001）。
これらの結果から、すべての転帰において、年齢に関連した逆U字型とBMIに関連したU字型のパターンが明らかに
なった。月経痛の有病率は20代半ばでピークに達し、BMIが正常範囲に近づくにつれて症状は減少した。この知見
は、高リスク群を特定し、女性の健康を改善するための的を絞った介入策の開発に役立つ貴重な洞察を提
供するものである。
月経は女性の全般的な健康にとって欠くことのできない重要な側面である1。ライフコースの観点からは、初潮前から閉
経後までの身体的、心理的、社会的な健康問題を包含しており、さらなる認識、枠組み化、対処が必要である2。月経
中、多くの女性は痛みなどの様々な身体的症状や不安や抑うつなどの情緒的症状を経験し、生活の質や社会的幸福に影
響を与える(1) (,) (3)。
月経中に経験する最も一般的な不快感は月経痛であり、月経困難症としても知られ、子宮に由来する痛みを伴う月経

痛と定義されている(4)。月経困難症は、生殖年齢の女性に最も多い婦人科疾患でもある4。月経痛に加えて、月経中の女
性は吐き気や嘔吐、疲労感、頭痛、めまいなどの随伴症状を経験することが多く5、精神衛生に影響を及ぼし、不安や抑
うつなどの情緒的症状につながることもある3。さらに、ホルモンの変化や痛みに敏感になるため、女性は月経中に頭痛
やその他の痛みに関連した症状を起こしやすくなることがある(6) (,) (7)。これらの身体的・精神的症状は、月経女性の苦痛
を増大させるだけでなく、日常生活8、生活の質9、睡眠の質10にも影響を及ぼす。さらに、月経関連症状は女性の

1聖路加国際大学大学院看護学研究科グローバルヘルス看護学。2国立感染症研究所感染症疫学研究センター。3日本赤十
字看護大 学 大学院看護学研究科国際保健・助産学専攻、東京、日本。4東京大学大学院新領域創成科学研究科附属持続可
能な社会デザインセンター（日本、千葉県5順天堂大学大学院医学研究科難治疾患研究センター。6順天堂大学スポーツ女
子研究センター・東京、日本7一般社団法人ルブテリ、東京、日本。8東京大学大学院薬学系研究科医療経済学・アウトカ
ムリサーチ専攻、東京、日本🖂 e-mail： ota@slcn.ac.jp

www.nature.com/scientificreports

一般社団法人ラブテリが開発協力し、１００万ダウンロードを超えた生理管理アプリ「ソフィ」のユー
ザーデータ（定量）、保健室参加者の測定値を含むデータを解析し（定性）、生理痛解明とPMS解明に
取り組みました。みました。AMEDの研究の一環とし、成果（生理痛もPMSも痩せ過ぎと太り過ぎ両方
においてリスクが増幅する）が世界的権威があるnature系列のジャーナルに掲載されました。また、その
内容をわかりやすくまとめた「みんなの生理白書」をWebsiteで公開しております。

内閣府の女性健康事業に参画 
ビックデータからエビデンスを提供
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女性と子どもの健康向上に向けて 
できること

Ⅲ.実装
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実 
装

保健室のミドルデータ・アプリのビックデータをエビデンスにして企業に提供 
特許開発により女性の子どものソリューション開発を後押し

企業の商品・サービス開発をミドルデータ•ビックデータで支援。さらに研究チームが「タイプ別診断」
などのアルゴリズムを開発し、特許申請を行っている

生理のタイプ別診断を開発協力

サプリの設計と摂取量の特許開発

生理・PMS（月経前症候群）から女性
を２４タイプに分類。それぞれのタイ
プの生活習慣・栄養摂取状況を調査
し、各タイプにマッチしたアドバイス
をアプリ上で受けられるサービスを開
発協力。

保健室データより女性が１日に不足しているビタミン・ミネ
ラルを不足分だけ補える設計に（吸収率なども加味して管理
栄養士が配合量を設計） 
オンラインアンケートで生活習慣、食習慣、不調内容を入力
すると必要な摂取量が表示され「血力テスト」を特許開発。

１日の最適量をアンケートでチェックできる 
テーラーメイドサプリメントを開発

現在、専門家の知識と独自データを 
企業・自治体・メディアに提供するコンソーシアムを開催

to B
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実 
装

保健室のミドルデータ・アプリのビックデータをエビデンスにして企業に提供
特許開発により女性の子どものソリューション開発を後押し

企業の商品・サービス開発をミドルデータ•ビックデータで支援。さらに研究チームが「タイプ別診断」
などのアルゴリズムを開発し、特許申請を行っている

生理のタイプ別診断を開発協力

サプリの設計と摂取量の特許開発

生理・PMS（月経前症候群）から女性
を２４タイプに分類。それぞれのタイ
プの生活習慣・栄養摂取状況を調査
し、各タイプにマッチしたアドバイス
をアプリ上で受けられるサービスを開
発協力。

保健室データより女性が１日に不足しているビタミン・ミネ
ラルを不足分だけ補える設計に（吸収率なども加味して管理
栄養士が配合量を設計） 
オンラインアンケートで生活習慣、食習慣、不調内容を入力
すると必要な摂取量が表示され「血力テスト」を特許開発。

１日の最適量をアンケートでチェックできる 
テーラーメイドサプリメントを開発

現在、専門家の知識と独自データを 

to B

1歳6ヵ月児健康診査時の母児の経皮的ヘモグロビン値における貧血関連要因の分析
中畑ひとみ１），清水三紀子１），竹本綾奈１），前田初美１），西川加織２），柿沼尚子２），鈴木紀子３），岩瀨敬佑１），都築弘典４），
杉浦将人１）キム チュウアイ１），田中朋子５），北村幸恵６），加藤治実１）， 梅村まり子７），中井彩乃１），藤原郁１），山本直樹８），
東本祐紀９），奈良岡佑南10）11），明石優美１）

１）藤田医科大学保健衛生学部看護学科，２）長洲町役場福祉保健介護課，３）北里大学健康科学部看護学科，４）豊橋創造大学保健医療学部看護学科，
５）順天堂大学医療看護学部，６）東京情報大学看護学部看護学科，７）藤田医科大学臨床看護研修センター，８）藤田医科大学産官学連携推進センター，
９）藤田医科大学医療科学部感染制御学分野医療，10）順天堂大学 健康総合科学先端研究機構，11）一般社団法人Luvtelli

I．背景
・貧血は，発育不良や神経発達や学習機能に対する長期的な影響がある。
・１歳６ヵ月児健康診査において，貧血の評価は実施されていないことが多い。
・熊本県長洲町保健センターでは，2022年度より乳幼児健康診査において，児および母を

対象にマシモジャパン社製Rad-67（以下，Rad-67）による非侵襲的な簡易貧血検査を
実施。

熊本県長洲町の紹介
・熊本県の北部に位置する。
・西南部は有明海に面し，遠く
に雲仙を望む。
・総人口は約1万5千人。
・貧血による心身への影響を予
防し，すこやかな成長を支援
・簡易貧血検査による栄養改
善・健康づくりに取り組んでい
る。 長洲町HPより

目的：母児のSpHb値と，貧血のリスク要因（在胎週数，出生体重，母の貧血
治療歴，児の貧血治療歴）との関連を明らかにし，貧血予防における保健指導の
示唆を得る。

Ⅱ．研究方法
対象とデータの取得

・2022年度から2024年度の1歳6ヵ月児健康診査時に測定した既存のデータ，319組のうち欠損のない266組を対象。
評価項目
児SpHb値，母SpHb値，在胎週数，出生体重，母の貧血治療歴，児の貧血治療歴
倫理的配慮

・藤田医科大学医学研究倫理審査委員会の承認を受けて実施（HM25-187 ）。所属大学の人を対象とする医学系研究に関する
情報公開Webと長洲町のHPに開示し，研究対象者からのオプトアウトの機会を確保した。

Ⅲ．結果
結果１ 対象者の属性
・母の年齢は30～34歳が87名（32.7％）と一番多く，次いで35～39歳が72名（27.1％）が多かった。

40歳以上は25名（9.3％）であった。
・母の貧血治療歴有は67名，児の貧血治療歴有は33名であった。
・出生体重の平均値（SD）は3,031（423）gであった。 95％信頼区間は[2,975,3,088]gであった。
・母SpHb値の平均値（SD）は13.2（1.13）g/dLであった。 95％信頼区間は[13.0,13.3]g/dLで

あった。
・在胎週数の中央値は39週，四分位範囲は38-40週（IQR＝1.43週）であった。

マシモ社HPより

結果２ 児のSpHb値と評価項目の
相関係数
（N＝240）

母SpHb値 在胎週数 出生体重
児SpHb値 0.20＊ -0.08 0.08
＊：p < 0.05 

結果３ 母児の貧血治療歴による児SpHb値
平均値の比較（N=246）

児SpHb値
母貧血治療歴 有 13.3±1.2 n.s無 13.4±1.2
児貧血治療歴 有 13.0 ±1.1 ＊無 13.5±1.2

対応のないt検定＊：p < 0.05 Ⅳ．考察
１．児SpHb値との関連要因
・児SpHb値と母SpHb値との間には有意な相関が認められた。しかし，相関係数はｒ＝0.20と弱く，母SpHb値のみでは，児

SpHb値を十分に説明できない。
・ 母児に共通する食習慣や栄養環境など他の要因の影響が考えられる。

２．児の貧血治療歴の有無によるSpHb値平均の比較
・貧血治療歴有児のSpHb値平均は13.0 g/dLであり，貧血治療歴児の平均13.5 g/dLと比較して有意に低値を示した
（p < 0.05）。
・出生後1歳6ヵ月に達する前に貧血治療を受けた児は，健康診査時においてSpHb値が低い。

治療歴があっても貧血が十分に改善されていない。

Ⅴ．研究の限界と今後の展望
・既存データを用いた量的観察研究

貧血の重症度による比較や授乳形態，離乳食の摂取状況など栄養関連要因を踏まえた分析は実施できていない。
・今後は，SpHb値の信頼性を高めるために，より多くのサンプルを用いた検討を行う。
・栄養背景や生活環境を含む多角的な要因を考慮した研究の実施が望まれる。

Ⅵ．結論
・児SpHb値と母SpHb値との間に弱い正の相関が認められ，児と母双方に対する貧血予防の必要性が示唆された。
・1歳6ヵ月に達する前に貧血治療を受けた児は，1歳6ヵ月児健康診査時においてSpHb値が低値を示した。
・これらの結果から，特に貧血治療歴有の児に対しては，健康診査時における貧血スクリーニングの機会を提供し，離乳食期に

おける栄養指導を通じた貧血予防対策の強化が求められる。
【引用文献】
Hiscock, R., Kumar, D., Simmons, S. W.Systematic review and meta-analysis of method comparison studies of Masimo pulse co-oximeters (Radical-7  or Pronto-7 ) and HemoCue® absorption 

spectrometers (B-Hemoglobin or 201+) with laboratory haemoglobin estimation. Anaesthesia and Intensive Care. 2015, 43(3),p.341–350. doi:10.1177/0310057X1504300310. 
Kim, S.H., Lilot, M., Murphy, L. S.-L., Sidhu, K. S., Yu, Z., Rinehart, J., Cannesson, M. Accuracy of continuous noninvasive hemoglobin monitoring: a systematic review and meta-analysis. Anesthesia and 

Analgesia.2014, 119(2),p.332–346. doi:10.1213/ANE.0000000000000272. 
Sowe, A., Wood, E., Gautam, S. K. Maternal anemia as a predictor of childhood anemia: evidence from Gambian health data. Nutrients.2025,  17(5), doi:10.3390/nu17050879.

技術領域

技術開発

医療・啓蒙団体

女性の健康を測る技術をもつ会社と共創 ・甲状腺 
・乳がん
・ロコモティブシンドローム

マーケティング/委託研究
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実 
装

自治体との連携強化により 
産学官連携モデルの創出

自治体における女性と子どもの健康増進をサポート 
乳幼児健診における日本初の採血不要のヘモグロビン測定導入も実現
日本では超少子高齢化の影響で１/４の自治体が母
子健康の予算を十分に確保できていない。しかし、
婚姻届（婚活事業）•妊婦健診•乳幼児健診・出生届
といったタッチポイントがあり、リテラシーや所得

に関係なく全ての居住者に公平に機会提供できるの
が自治体の強みであることから、コンテンツ•マン
パワー•知見等を提供し、自治体における女性と母
子の健康増進計画をサポートしている。

熊本県長洲町での乳幼児健診に初めて採血不要のヘ
モグロビン測定(貧血チェック)が実現。東京都文京
区での定期測定会の実施、山口県の行政管理栄養士
との連携など、自治体での女性の母子の健康事業を
サポートしている（母子の予算が乏しいことから低
予算・無償サポートとなることも多い）

保育園・幼稚園・小学校での 
成長サポート保健室＆セミナー
子どもたちの栄養課題も深刻さを増しており、脳の中
枢神経の発達をうながす鉄が不足•欠乏している未就
学児は12%にも及ぶ（母親は5人に1人） 
また、骨の歪曲（くる病）歩行困難をともなうＯ脚の
原因となるビタミンD欠乏も右肩上がりであり、これ
を予防するために最新機器を用いた出張保健室＋保護
者•教職員向けのセミナーを全国に拡大している

産後ケア＋発達支援
中野区と包括連携協定を締結

米WICモデルの検証

・妊娠〜授乳中の母親と乳児への食/栄養支援 
・フードロス削減を含むSDGs7項目を満たす取り組みto C

ラブテリ妊活・妊娠中の食事 
オリジナルガイドブック

BABY BOOK Ⅰ 
-妊活準備本-

BABY BOOK Ⅱ 
-妊活中の食事ガイド-

専門的な話を 
わかりやすくオールカラーで

エビデンス重視

多くの権威ある 
専門家が監修

購入はAmazonより⇨ 
検索窓で「Luvtelli」と検索

指導用ツールとしても 
おすすめ！

自費出版

資格講座 セミナー

会員事業
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女性と子どもの健康向上に向けて 
できること

Ⅲ.実装Ⅳ.共創
to G 

日本初の女性健康政策実現へ
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日本が抱える社会課題

4.4組に1組 
不妊

過去最高を更新 
痩せ

深刻な介護医療 
低骨密度

生産性低下 ジェンダー 
ギャップ

共通項目

“女性の健康”
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ウーマノミクスが女性の健康に与えた影響
女性が経済成長の柱に

男女共同参画白書 令和7年版より抜粋

女性就業率の推移

女性活躍の誕生 平成24年に労働環境に起きた大きな変化
に「女性活躍」の誕生と推進がある。令和6年には、15～
64歳の女性の就業率が7割を超え、統計開始史上、最高水
準に。妊娠・出産・子育てによるM字カーブも谷が浅くな
り、女性が定年まで働き続けることが当たり前の社会に。

X

平成24年に一般社団法人ラブテリは、女性の社会
進出が健康面および妊孕力に与える影響の研究を
開始。以降、17年間延べ30,000名以上の全国の女
性のデータを解析し、社会進出が健康面・妊孕力
に与える影響を顕在化するとともに、“持続可能な
社会”に与える影響についても研究を進める。

働く女性が抱える 
栄養・運動・睡眠不足の三重苦

東京で働く20～40代女性 749名の調査より、働く
女性は、朝食欠食率が36%と明らかに高く（札幌
では44%）、欠食率は就業時価が高まるほど比例
して高まる結果に。デスクワーク中心の仕事によ
り、活動量が低く、3割がロコモレベル1に該当し
ていた。また、日本の働く女性はOECD加盟国ワ
ースト1位の睡眠時間になっている。

さらに、栄養摂取状況についても、働く時間が長
い女性ほど、鉄やカルシウムなどの微量栄養素の
摂取量が低下し、菓子類や酒類、揚げ物類などの
摂取量は反比例して高まる結果だった。

栄養・運動・睡眠不足の三重苦を抱え続けること
で、短期的には貧血や不定愁訴が増加し、長期的
には、不妊・糖尿病・ロコモ・骨粗しょう症など
の増加リスクが高まる（実際に増加している）。　 
　また、生活習慣が体型に影響を与え、BMIや体
脂肪が変化することで、月経・排卵・PMS（月経
前症候群）・更年期（閉経時期）に影響を及ぼす
が、56%の女性がこのことを「知らなかった」と
回答している。 
　日本女性は、見た目はスリムだが、体脂肪が高
い女性が多いことも明らかにしている。

管理職に就いて失ったものに「健康」

「管理職に就いて失ったもの」は、男性が上位すべて時
間であるのに対して、女性は２位に「健康」、３位に
「食生活」を挙げている。
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女性の社会進出にともなう健康面への影響により 
社会保障が脅かされる時代へ
女性の社会進出による栄養・運動・睡眠不足の三重苦が、短期的に貧血・生理痛・不定愁訴などにつながり、 
中・長期的には不妊症・ロコモ・糖尿病・骨粗しょう症・脳血管疾患リスクを高める可能性がある。 
令和５年の調査で「やせ」は過去最高を記録し、生産性・出生率・介護医療費が一層深刻に。

無月経経験者が５人にひとり 鉄欠乏は７～８割 低骨密度が５人にひとり

正常な体温タイプが３人にひとり ロコモに該当した人が約３割

\ 一般社団法人ラブテリおよびその他の全国調査でわかっていること /

国民健康・栄養調査 一般社団法人ラブテリ一般社団法人ラブテリ

一般社団法人ラブテリ楽天キレイ℃ナビ ホルモン調査
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月経随伴症状の悪化 
更年期症状の悪化

管理職昇進拒否

慢性疾患増加
・糖尿病 
・骨粗しょう症

・自殺率 
・産後うつ等

離職率高

【健康面から生じる社会への影響】

【健康面から生じる経済への影響】

アブゼンティーズムの増加

不妊治療 
低出生体重児増 人口問題

介護医療費増加 
労働生産性低下

女性活躍への 
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社会保障の脅威
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イギリスで2022年に誕生「女性の健康政策」
女性健康政策における参考事例

イギリスでは、2022年に政府として初めて「Women’s Health Strategy for England」を策定し、女性の健康をライフ
コース全体で支える政策を打ち出した。月経、更年期、不妊、妊娠・産後、心身の健康などを横断的に位置づけ、医療だ
けでなく教育、雇用、福祉を含む包括的な対応を重視している。特に、女性特有の症状が過小評価されてきた課題に対
し、研究投資や医療アクセス改善、職場での配慮を明確に政策化した点が特徴である。女性の健康を社会・経済の基盤と
捉える先進的な国家戦略といえる。

イギリス初の女性健康政策「Women’s Health Strategy for England」

＜背景＞ 
女性特有の健康課題が長年、医療・研究・政策の中で過小評価されてきたことへの反省から誕生。月経、更年期、不妊、慢性疼痛
などに関する診断の遅れや研究不足が、女性のQOL低下や労働生産性の損失につながっているとの問題意識が背景にある。

目的（Why）           
・女性特有の健康課題の過小評価解消     
・健康格差の解消、早期発見・早期対応        
・QOL / 社会参加 / 経済生産性の向上 

重点領域（What）           
・月経/PMS/子宮関連 
・不妊/生殖/妊娠    
・更年期 
・心身の健康（メンタルヘルス含む） 
・慢性疾患と併存症

実施施策(How）           
・研究投資の拡大 
・医療アクセスの改善   
・標準化ガイドラインの整備 
・教育/啓発 
・職場支援 
・データ収集/モニタリング

期待される成果(Impact）           
・早期発見/早期治療の促進 
・健康格差の是正 
・労働参加率/生産性の向上 
・QOL向上/就労とライフイベントの両立支援 
・医療費適正化

Women’s Health Strategy for Englandの内容

政策はまだ中長期（10年計画）の途中ですが、制度整備・アクセス改善・教育強化の具体策が実装段階に入りつつあり、
特にHRT負担軽減や薬局での避妊ケアの提供といった成果が出ている。
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女性の健康×経済の新概念“フェムノミクス”
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日本人のヘルスリテラシーの課題
望んだ時期の妊娠・生産性・長く働き続けることへの自信に影響

日本政策医療機構の研究では、ヘルスリテラシーが高い女性ほど仕事の生産性
が高く、妊娠・出産に関する意思決定を主体的に行えていることが示されてい
る。月経や体調変化、医療情報を正しく理解・活用できる女性は、体調不良に
よる欠勤やパフォーマンス低下が少なく、必要な時に医療やケアへアクセスし
やすい傾向にある。また、妊娠に関する正確な知識は、希望する時期での妊娠
につながりやすく、キャリアとライフイベントの両立にも寄与すると報告され
ている。

ヘルスリテラシーが高い女性の特徴
日本人のヘルスリテラシーは、先進国の中でも低い水準にある。日本医療
政策機構（HGPI）および国際調査では、医療情報を「入手し、理解し、
評価し、活用する」力が十分でない人の割合が高く、特に若年層・女性・
低所得層で課題が顕在化している。その結果、受診の遅れ、自己判断によ
る受療控え、月経や妊娠・不妊などライフステージ特有の健康課題が見過
ごされやすい状況があり、日本では今後、教育・職域・地域を通じた体系
的なヘルスリテラシー向上が重要な政策課題と位置づけられている。

日本人はヘルスリテラシーが低水準

日本女性初の生理・PMS 
ビックデータ創出

※生理痛の論文が 
Natureの姉妹誌 

「scientific reports」に掲載

妊娠適齢期世代の５人に1人が無月経/月経異常を経験。 
約７人にひとりが月経不順、6%が月経周期を把握していない

月経や排卵に体型が影響していることを 
56%が「知らない」と回答

一般社団法人ラブテリが全国の保健室イベン
トで行っている生理・PMSに関する、定量・
定性調査では、20～40代の5人にひとりが月
経異常を経験していた。 
　ヘルスリテラシーが低いことで、正しい情
報にアクセスできず、早期治療への行動機会
を損失してしまう。無月経の放置は不妊リス
クを高める。

ヘルスリテラシーとは‥健康に関する情報を正しく理解し、判断し、日常の行動に活かす力のこと

女性の「やせ」がOECD加盟国上位の日本において、体型が正常
な生理周期や排卵に影響することを「知らなかった」と回答して
いる女性は56%にものぼった。
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産学官連携で女性の健康を底上げし、 
持続可能な社会づくりを

2727

ラブテリ生理•PMS研究の 

調査項目

・身長 
・体重 
・筋肉量 
・水分量 
・体脂肪率 
・BMI 
・骨密度 
・ヘモグロビン 
・握力 

・腸内環境（ソイチェック：尿中エクオール） 
・体内酸化度（サビチェック：尿中8-OHdG） 
・腸活チェック（尿中インドキシル硫酸） 

・WHO-HPQ（生産性質問紙） 
・ヘルスリテラシー尺度（CCHL) 
・ピッツバーグ睡眠質問票 
・ローゼンバーグ自尊的感情尺度 
・POMS(気分尺度) 
・ユトレヒト・ワーク・エンゲイジメント尺度（UWES）3項目版 

・平均睡眠時間 
・熟睡感、睡眠の満足度 
・健康自覚 
・喫煙習慣、飲酒習慣 
・入浴頻度 

・月経開始年齢　・月経周期、日数、月経痛、月経量、3日目の主観的出血量　 
・PMS症状(イライラする、怒りっぽくなる、無気力になる、ゆううつになる、不安になる、集中力が低下する、眠い 
　疲れやすい、胸が張って痛む、下腹が痛む、頭痛がする、肌が荒れる、手足が冷える、むくむ、仕事が嫌になる 
　人づきあいが悪くなる、女性であることがイヤになる) 
・月経時に行っている運動　・無月経経験　・月経症状と対処法、更年期症状と対処法 
・ピルの服用有無　・妊娠希望有無　・ダイエット履歴有無 
・不定愁訴（むくみ、腰痛、頭痛、肌荒れ、生理痛、便秘、不眠、冷え性、疲れがとれない 風邪を引きやすい 
　肌荒れ、疲れやすい、不安になる、下痢、眠い、人精神的なアップダウン、その他、症状なし） 

・家族構成　・職業、雇用形態　・管理職の有無・通勤時間　・世帯年収　・平均労働時間　・出生体重 

・普段の身体の動かし方 
・オフィスでの階段使用 
・運動習慣 
・休日に屋外で過ごすか、

・調理に対する自信、食事づくり力、 
・外食頻度、中食頻度 
・朝食頻度、間食頻度／選択基準／時間帯 
・１ヶ月の食費 
・サプリメントの摂取 

属性/基本データ

月経/PMSに関連する項目

たんぱく質、動物性たんぱく質、植物性たんぱく質、脂質、動物性脂質、植物性脂質、炭水化物、灰分、ナトリウ
ム、カリウム、カルシウム、マグネシウム、リン、鉄、亜鉛、銅、マンガン、レチノール、βカロテン当量、レチノー
ル当量、ビタミンＤ、αトコフェロール、ビタミンＫ、ビタミンＢ1、ビタミンＢ2、ナイアシン、ビタミンＢ6、ビ
タミンＢ12、葉酸、パントテン酸、ビタミンＣ、飽和脂肪酸、一価不飽和脂肪酸、多価不飽和脂肪酸、コレステロー
ル、水溶性食物繊維、不溶性食物繊維、総食物繊維、食塩相当量、ショ糖、アルコール、ダイゼイン、ゲニステイン、
n-3系脂肪酸、n-6系脂肪酸、αカロテン、βカロテン、クリプトキサンチン、βトコフェロール、γトコフェロール、
δトコフェロール 

低脂肪乳 、普通乳、鶏肉、豚肉・牛肉、ハム、レバー、いか・たこ・えび・貝、骨ごと食べる魚、ツナ缶、干物、脂
がのった魚、脂が少ない魚、たまご、とうふ・油揚げ、納豆、いも、漬物（緑葉野菜）、漬物（その他）、生（レタス・
キャベツ）、緑葉野菜、キャベツ、にんじん・かぼちゃ、だいこん・かぶ、根菜、トマト、きのこ、海草、洋菓子、和
菓子、せんべい、ｱｲｽｸﾘｰﾑ、柑橘類、かき・いちご、マヨネーズ、パン、そば、うどん、ラーメン、パスタ類、緑茶、紅
茶・ウーロン茶、コーヒー、コーラ、100％ジュース、砂糖、めし、みそ汁、日本酒、ビール、焼酎、ウィスキー、ワ
イン、生魚、焼き魚、煮魚、てんぷら・揚げ魚、焼肉、ハンバーグ、揚げ物、炒め物、煮物、めんスープ、しょうゆ量 

栄養素データ 食品データ

フィジカル 
データ

検査データ

n=4,235 4,235名 一般社団法人ラブテリによる“測って•知って•学ぶ”保健室イベントを通じて行っている「生理•PMS研究」
は国際論文として発表することを前提としており、ほぼ全ての項目を国内外で妥当性が認められた調査
票・機器を用いて実施しています。但し、イベント毎に調査内容が異なる関係で項目によりn数（調査母
数）に違いがあり、参加者総数として4,235名（現在も調査拡大中）であることをお含み置きください。

総数
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女性データ 
プラットフォーム 共同研究 ソリューション 
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